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子ども未来プロジェクト会議

保育園・学校、家庭、地域の役割とは？

富士見町教育委員会
教育長 矢島 俊樹
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1これまでのＷＳ
保育園・学校
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これまでのＷＳ
家庭
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これまでのＷＳ
地域
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公教育としての役割

国語、社会科、算数、理科、英語、音楽、
図画工作、家庭科、体育、道徳等教科の時
間は日本中で統一されている。先生はこれ
らの教科を年間で決められた時数だけ指導
しなければならない（小中とも1015時間）
夏休み等増える⇒余剰の時間の減少

総合的な学習の時間は、目標や学習内容を各
学校で決めることができる（年間70時間）
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総合的な学習の時間は、子どものやりた
いことができる。この時間を有効に使っ
て「この町に帰りたくなる」学習を作っ
ていきたい。

山ほいくは町内全ての保育園が長野県の
認証を受けている。豊かな自然の中で、
かかわりを深めながら、逞しい子どもを
育てていきたい。
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町にかかわる豊かな体験を子どもに

保育園⇒やまほいく
学校 ⇒アントレプレナーシップ教育

地域 ⇒私事の子育て
お世話になった 感謝の心

家庭 ⇒感動体験の共有



富士見小
・放置竹林からのメ
ンマづくり

・放置柿からの洋菓
子作り

本郷小
・ルバーブを使った
ソーダ水作り、販売

・ルバーブを使った
クレープの開発販売

境小
・井戸尻考古館の
マスコットづくり

・井戸尻考古館を
宣伝する缶バッジ

町内3小学校の個性的な取り組み
アントレプレナーシップ教育の取り組みから

地域の事実や課題を自分事として受け止め地域の
当事者とともに自分ができることを広げていく



富士見小
・すずらん遠足
・諏訪支援学校、富
士見高校との交流

・ひまわりの栽培と
ひまわり油

本郷小
・自然観察教室
・立場川を美しくす
る会
・編笠山登山

境小
・押立交流会
・押立相撲
・マスつかみ大会
（ＰＴＡ）

・編笠山西岳登山

町内3小学校の個性的な取り組み
アントレプレナーシップ教育以外の取り組みから

それぞれの学校がこれまでの歴史の中で地域とともに
作り上げてきた歴史を持っている。



ではそれぞれの役割を考えてみましょう

①保育園・学校
公立保育園、公立学校にできることの
限界をふまえ、学校ができること、期待すること
②家庭
シングル、共稼ぎが当たり前の世の中
子育の役割をおうのは？
③地域
「よその子もわが子」が町のスタンダードになる
ためには？


